
第２次西川町地域公共交通計画
次期計画の方針と策定スケジュール

計画期間：R9～13年度

西川町｜地域公共交通計画 次期計画策定

資料３



1｜次期計画（第２次）で目指すこと 02

現行計画の基本方針

「将来を見据えた持続可能な公共交通の実現」

次期計画で深めたい視点（案）

利用者の視点

通院・通学・買い物・観光など、目的
別の移動ニーズ、また組み合わせ
た利用に対応。

交通資源の視点

町営バスやタクシー、スクールバ
スなどの車両や、運行に関わる人
材の適切な配置、活用。

利用したい方（町民や町を訪れる方）のニーズに寄り添いながら、将来にわたって持続可能な公共交通体制を構築する。

西川町地域公共交通計画（次期計画策定に向けた説明資料）

使いやすい

■行きたい時間に、行きたい場所に移動できる。

■利用しやすい運賃価格の設定。

■予約や決済の方法が明瞭で簡潔。

持続できる

■利用状況及び運行コストの把握

■通手段ごとの役割分担を踏まえた、

運行方法・便数・接続の最適化

■限られた人材・車両・財源を有効利用

目指す交通の状態

（データ分析等を通じた）実証・対話

■西川町の実情に合わせた実証

■実証を踏まえ、関係者での対話

■定期的な効果検証、改善策の協議・実施

実現の進め方



２｜策定の進め方・スケジュール
現状把握 → ニーズ確認 → 関係者協議→ 意見募集→ 策定・公表

10月～12月

準備・整理

関係課や交通事業者との
課題整理、交通データ収

集・分析

›

11月～1月

町民ニーズ把握

対話会や利用者個別ヒア
リングの実施

›

2月

協議会で検討

計画素案の提示、協議

›

2月

意見募集

寄せられた意見を整理・
反映

›

3月

策定・公表

議会説明、町公式HPで公表
※以後、毎年本協議会を開催
し、現状共有及び課題改善に

向けた協議を行う。

～本協議会にご参加いただいている皆様へ～

【協議会の役割】
「地域の関係者が連携・協議し、地域公共交通計画の策定から実施・評価・改善までを一体的に推進する。」

→ それぞれの立場（視点）で把握されている現状、解決すべき課題をご報告ください。


